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今回の調査にづきましては、神戸市文化財保護審議会委員

和田晴吾先生ならびに産業技術総合研宛芳主任事務損

寒川 1肪世に鮒旨導いただきました。

また、調査にあたっては、建設局東部建設事務所ならび

に麓南部自治会的御協力をいただきました。
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Lまじぜ汁こ

誠減措は、六甲山より流れだす掛けによって運ばれた土砂によって

形成された、縦長と呼ばれる絹地上lこ築かれています。古墳時代の海岸韓

からは100mほどしか離れておらず沖合を通る船などからも、その雄姿がはっ

きりと認めら抗たーと恩われます。

この古墳は、 1985年より 4回にわったって、古墳の謹模や構造を確認するた

めの確認調査が実施されています。特に1992・93年の第5次調査においては、

「絵蹴地震Jによって崩壊した獣鰭量が確認されまじた口石室とその

毘辺からは、竺織締臨ラ面を含む、中国から輸入されたと考えられる鞠

説1面が出土しました。この伽こも、鉄製品など多数の禅話がー蒋に納めら

れていました。これで西求女塚古墳からはミすでに1985年の第1次調査でみつ

かったものと合わせて12面を数えることなりましたo また議.~%>その周辺から
は、山陰地方特有の土器などもみつかっています。さらに1994年の第7次調査

においては、くぴれ部と後円部と考えられていた部分で確認した石列によって

墳形が従来考えられていた箭芳議荷積ではなく箭芳議芳撞であったこと、北側

のくびれ部に援監蔀のあることなどが判明しました。

このように、調査のたびに次々と謎のベールを剥がされてLぺ西求女塚古墳

ですが、今回は、いままで比較的調査していなかった前方部と、未確定である

後方部西辺のようすを調べるために、 2001年2月より調査を実施しています。
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( r西求女塚古境一.第 5次・第 7次発掘調査概報』より)，
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歯禁城識の立地する宍鞘論議の東部周辺には、この古墳とともに娘、

般の数磁に登場する施競輪と鍛委譲識をはじめへポソ豪説、

向蹴議論などの大型の献後円墳・円墳が純します口

これらの古墳のうち、処女塚古墳は、前方部を南に向けた全長70mほどの前

方後方墳で、後方部の蟻施設の他に前方部に小型の献舗がみつかり、西

求女塚古墳と同様山陰系の土師器が出土しています。

また東求女塚古墳は、全長80mJ2.l上の前方後円墳と考えられ、明治の中頃に

は破壊された墳丘から三角縁神獣鏡をはじめとする青銅鏡6面が出土したこと

が知られています。

ヘポソ塚古墳も破壊されて現在はその姿を自にすることはできませんが、全

長約65mの前方後円墳で三角縁神獣鏡などが出土し、朱の塗られた竪穴式石室

が存在していたことが判っています。

一方、これらの古墳に伴う集落については、まだよくわかっていません。と

くに西求女塚古墳の付近では同時代の大きな集落は発見されておらず、少しは

なれた百暑遺跡ゃ緩覧蓄量跡などで数棟の霊宍佳怠蛙が見つかっているくらい

です。
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百求女塚古績周辺の弥生・古墳時代の主な遠路(S= 113000) 

番号 遺跡名 時代 内容 番号 遺跡名 時代 内容

1 大石東遺跡 古墳前・中期 集落 8 滝ノ奥遺跡 弥生中期 集落

2 篠原南町遺跡 古墳前期 集落 9 蔀塚山遺跡 弥生中期 集落

3 都賀遺跡 弥生中・後期 集落 10 荒神山遺跡 弥生中期 集落

4 篠原遺跡 弥生後期 集落 11 郡家遺跡 弥生後期 集落・古墳

5 伯母野山遺跡 弥生中期 集落 古墳前~後期

6 桜ケ丘B遺跡 弥生中期 集落 13 住吉宮町遺跡 古墳中、後期 集落・古墳

7 十善寺古墳群 古墳中・後期 古墳 14 西岡本遺跡 古墳後期 竺苧 l 

長司五互 co主監財宝

( r西 求女塚古墳一第 5次・第 7次発掘調.査概報』より)
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紡部北側の斜面の調査区(駆)では、墳丘の外郭(盤語?と 1段自の

苧錨(テラス)および2段目への差路調.聾宕が確認されま Lた。

墳丘裾は、中世の轟押下によって部分的に削られているもののほぼ原型をとど

めるものと考えられ、東西約12皿にわたって確認されました。 1段目に造られ

た平坦面までは 1m前後の墳丘が盛られています。平坦面の幅はo. 9'"'"' 1. 4m 

あり、さらに30....... 判明の基底石列を並べてその上に葺石カ積み上げられていま

した。この平坦面の東側には、拳大の石カ激かれていることもわかりました。

このように検出された前方部の形状は、往来考えられていたように直線的に

広がっているものではなし先の方ほど両側に聞く「謹諺Jとよばれる形にな

ることが判明しました。 r接形」とは、三味線を弾くときに用いる議の献に

似ていることから呼ばれているものです。

また西側のくびれ部に近い部分では、平坦面の基底石が北側に折れ曲がり延

びているようすが、前回の調査に引き続き確認されました。 1段目の基底石か

ら2mほどで後世の削平にを受けているため詳しい形状は不明ですが、濃密蔀

ゃ護り艶呼ばれる施設が純したものと考えられます。

さらに、駆の西側の献部の議論議付近幡町は、明治になって建てら

れた別荘によって大きく削られていると考えられていましたが、階段状に盛ら

れている墳丘の 3段目と推定される石列が検出されました。

平坦面〈テラス)

ん苦

葺石 基底石ヲIj

官官ヌ王毛長支王巷雪 幸田吾区毛主羽三
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また後方部の調査区 (X区)では、墳丘の西辺と考えられる基盤層の削り込

みが約 5mにわたり確認呑れました。墳丘の盛土部分については前回の調査と

同様、大規模な堕語りによって大きく崩れていました。この地滑り痕は、 1596

年に発生した「慶長伏見地震Jによるものです。今回発見された地滑り痕は非

常に鮮明で、古墳の築造時にブロック状に積み上げられた盛土がちょうど「ダ

ルマ落とし」のように水平に移動して中世の田んぼの上に乗った状況が観接さ

れました。

まと bう

今回の調査においては、前方部の形状と鋭、未確認であったノ後方部の西辺

などが新たに確認されました。

援形の紡齢、奈良賜井市の盟諸や天理市の茜齢昔話といった 3

世紀後半の非常に古い出織の古墳に共通する独特な繊です。また 3段の段

築も同じように古い古墳の特徴であり、今までに出土した青銅鏡などの造物と

ともに西求女塚古墳が全国的にも古墳時代の早い段階で築かれた古墳であるこ

とが確認されました。

もうひとつ、後方部の西辺と南東摺で墳丘が確認されたことにより、西求女

塚古墳の全長は98mQl上であることが判明しました。

今後これらの発掘成果をもとに、西求女塚古墳の本来の姿を、よりいづそう

詳しく明らかにしていきたいと考えています。

1.西求女塚古墳が造られる

3. 1596年の大地震で墳丘が地滑りを起こす。

中世耕土の上に境丘盛土が滑るJ中世耕

土には急激に圧力がかかり複った盛土を

買いて砂が上昇するo

2.墳丘の一部が崩れ、古墳の周囲が中世に

水田となる。

4.墳丘が造作・削平され、公園となり

現在に至る。

宅産 f圭 <ZJ毛見老Eま寸士デロ〉来至五島

6 
( r西求女塚古墳ー第 5次・第 7次発掘調査概報 J より)



¥ 

o 

。

古壇復元ライン

¥ 
¥ 

./ 

¥J 

ヨζE豆 玉存在吾~

ヨζE豆 士由手骨り主主 主莫王℃匿ヨ

7 

地溝りした境E
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引用 文 献〔縮尺不問〕

〔西求女塚古墳は1/1000)

※調点が西求女塚古墳
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Q. 商事縛古壊命名菌自由純血しえ亡く能川

A. 菌 数職 ・般建議・鍛競吉缶、 3捕の名比鞍般鵡
荏読によるものです。この話は「その昔齢ら芦屋にかけての識とよばれた

地に往んでいた紗女をめぐって、 i歯車荏、遺様佳2入の男カ激しく争い

それを嘆いTd攻が自ら命を絶ってしまう、やがて2人の男も後を追って死を

選んでしまい、のちに親族が3つの塚をっくりそれぞれを葬らった」というも

のです。

この話は万葉集で犠鵠包ゃ髄鵜呂、笑律鵜iこよって歌われていま

す。やがて平知拭の物語 r鵡糠}や室町駅の櫛称作とされ話謡曲

r接関、それに舶の完議蹴:の議酋 I笠宮すI/Jの題材にもなっています。

1'<.1品『ャー

Q. 

A. 

εろし乞語講合憲吉積陸、躍有種古噴替白?

古購代とは、続樹場こ徹される「古境jという巨大なお劃瀬、れ

た主峰・断ミのことをいいますが、誰でもか前方後円墳を築けたわけではあり

ません。弛時代の小さい国々をまとめたヤマト麟の有力者たちカ帯されて
前方後円境

造ったものなのです。

その脊力者がヤマト政権に占める地

位はその出身なと九、ろいろな要素によ

って複雑なものだったようです。この

ことは、死んでから葬むられる古墳の

規模や形などに表されていたと考えら

れます。一般に古墳の形では、前方後

円墳→前方後方墳→円壌→方墳という

開があるようです。

引 用 文 殻 E王陵の考古学』岩 波 書 奇 書
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Q. 

A. 

画家全壇古壊に陰‘穫が嘗時托乞μ善命?

古墳に梨、られた主のことを鱗者とし吋すが、普通この勝者のことは

名前なども含めて伝えられていません。

当時まだ文字というものが普及していませんし、一般の人々にとって被葬者

は偉い人で、恐れ多いことなので名前をださないでその場所を呼んでいるうち

に忘れ去られていったようです。

門戸一

/組
舗や

今となっては、出土しtd割却などからその人物像を想像するしかあ

りませんれ猷嫁古墳の楊鰭は、さ当接待識をはじめとする

青輩績を12面も持っていることからヤマト政権と関わりがあったと思

わオL さらに山陰地方特有の土器も多く出土していることから、そち

らの地方とのつながりも考えられます。

Q. 古墳に健ぉtl.t:いる詑〈念丸白石島舎ととか月連掠托1eV>?

A. 西概措同、墳丘撮う離をはじめ留を控室やその周りに敷納

fこ離など多量の石材搬われていますo

r官接動にl点整筆舌勧こ伝説話として「大和と大坂の樹、ら人々が

並んで手渡しで石を運んだ」というようなことカ曹かれています。そのまま事

実かどうかはわかりませんが大変興味深い話です。

ところで西求女塚古墳では、葺石や基

底石などはこの周辺でとれる耗繰械

われています。また、石室の天井石に使

われている石材のうち繊増加蜘J

県や徳島県で、石英麓普段発名!日援の

川西常註辺でしかとれないものですので、

わざわざこの地まで運ばれてきたようです。
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